
息の長い支援を求め 3回目の街頭募金活動を実施

令和7年4月吉日

神戸元町での街頭募金活動
日時：令和7年3月30日（日） 13時～16時
場所：神戸元町大丸前 元町商店街入口

能登半島地震、能登半島豪雨による故郷の被災者支援のため、神戸元町にて街頭募金
活動を行いました。関西珠洲会としては昨年10月、今年1月に続き3回目となり、神戸で
は初めての募金活動でした。
今回も大阪に二次避難されている鵜島さんご夫婦含め13名が参加しました。
厳しい寒さのなかでの募金活動でしたが、外国から観光に来られていた方や、部活動

の遠征で宮崎から来られていた高校生たち。小さいお子さんが親御さんとともに募金を
してくださる姿など、通行人の皆さまからの心温まるご支援として、合計201,954円の
募金を集めることができました。
募金にご協力を頂きました皆様に心より感謝申し上げます。頂いた皆様の善意を被災

された方々に直接届けて参ります。
関西珠洲会では引き続き「震災と豪雨被害を風化させない」活動に取り組みます。

神戸中華街が近いということもあり、今回は英語表記のプラカードに加えて、中国語
表記のプラカードも用意しました。
国籍や年齢、性別を問わず、多くの方々に能登への支援をアピールできました。
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